




要約:NICU 退院後の極低出生体重児を対象に、月に一度、新生児科医師、未熱児室看護婦、

臨床心理士による乳児健診(フォローアップと早期介入) を 1 歳まで行なった。 この乳児

健診に参加した 19 例につし、て母親の不安を 「STAI」の状態不安スコアにより NICU 退

院時、1 ヵ月後、6 ヵ月後、1 歳時に評価した。対照群は極低出生体重児をもつ母親でこ

の健診システムに参加しなかった 13 例とし、同時期に同様の検査を行なった。健診参加

群では退院時には不安スコアは非参加群より高かったが、次第に不安は軽減し、 6 ヵ月

時点では非参加群より不安スコアは低くなり逆転した。一方、対照とした非参加群では、

NICU 退院後より不安スコアに変化がみられなかった。 この結果より、現在行なっている

健診システムが極低出生体重児をもつ母親の不安軽減に役立っていることが判明した。


